
次世代型陸上養殖の技術開発事業（平成26～28年度） 

１ 事業の目的 

２ 事業の内容 

３ 事業の成果・普及 

  

     

   

   

実証養殖中のクエ 

陸上養殖実験場 

  水温調整による成長促進や、低塩分飼育水で
の成長量増大効果が実証された。（天然だと１kg

アップに2～3年を要するところ、３年で２kgアップ
を実現） 
 

    実証データにより、生産量100t/年間生産（魚
種：クエ）にて、コスト試算を行った結果、条件によ
って、生産原価が現状市場価格を下回る可能性
が示唆された。 

実施主体 （株）ジャパンアクアテック、（株）ワイビーエム、荏原事業、JFEエンジニアリング（株）   

       （株）リバネス、IMTエンジニアリング（株）、長崎県、（一社）マリノフォーラム21 

 閉鎖循環式陸上養殖は、赤潮や台風等の影響を受けず、飼育水を浄化するため病原
体の侵入防止が可能であり、また陸上のため効率的な生産が可能な次世代型の養殖と
して、大きく期待されているが、高いコストが課題であることから、普及が進んでいない。こ
のため、閉鎖循環式陸上養殖を産業的に普及させるため、先進の工業技術の導入によ
る低コストで効率的なシステムを開発・実証 

① 大島グループの研究開発（東京都大島町） 
 低塩分飼育での成長比較 

 硝化細菌の生物学的解明及び利用方法 

 機械ろ過方式の検証、物理ろ過の改良、及び
酸素溶解方式の改良 

 生産コスト低減につながるリモートセンシング
&コントロールシステムの開発 

 事業評価マトリックスの開発 

 市場価値の高いクエを用いた陸上飼育技術
の開発 

 ② 長崎グループの研究開発（長崎県長崎市） 
 低コスト化・高生産性を実現する新規ろ過システムの開発 

 自然エネルギー等利用による低コスト温度調整システムの開発 

 飼育環境水の測定・評価と自然制御システムの開発 

 市場価値の高いクエを用いた陸上飼育技術の開発 

※ 事業詳細をご覧になりたい方は、下記のリンク先（農林水産省ホームページ・266）をご覧下さい。 
(http://www.maff.go.jp/j/budget/yosan_kansi/sikkou/tokutei_keihi/h28itaku/h28ku_seika_ippa

n/h28taku_seika_ippan.html) 


